
間
一
髪
、
復
員
船
に
　 長

野
県
　
梅
垣
恭
治
　 

東
京
被
服
廠
に
勤
務
し
て
い
た
私
に
、
二
回
目
の
召
集
令
状

が
来
て
、
金
沢
の
東
部
五
五
部
隊
に
入
隊
し
た
の
は
昭
和
十
六

年
七
月
二
十
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
金
沢
で
約
一
カ
月
間
の
教
育

を
受
け
渡
満
、
牡
丹
江
第
四
五
三
部
隊
（
輜
重
隊
）
に
配
属
と

な
る
。

敗
戦
の
色
も
濃
く
な
っ
た
昭
和
二
十
年
四
月
、
綏
南
に
お
い

て
新
設
満
州
第
一
三
〇
五
二
〇
部
隊
が
編
成
さ
れ
、
こ
の
部
隊

の
所
属
と
な
る
。
し
ば
ら
く
し
て
私
は
獣
医
教
育
を
受
け
る
た

め
、
新
京
に
あ
っ
た
関
東
軍
獣
医
学
校
に
入
校
し
教
育
中
、
八

月
九
日
ソ
連
軍
参
戦
と
同
時
に
通
化
に
向
か
っ
て
南
下
途
中
終

戦
と
な
り
、

八
月
二
十
五
日
開
源
に
お
い
て
武
装
解
除
と
な
る
。

そ
の
後
九
月
一
日
、
吉
林
に
収
容
さ
れ
帰
国
の
日
を
待
つ
。

や
が
て
九
月
十
八
日
に
命
令
が
下
り
臨
時
作
業
隊
が
編
成
さ

れ
、
黒
河
を
通
り
ソ
連
領
に
入
り
、
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク

を
経
て
チ
タ
に
到
着
、
チ
タ
第
二
四
収
容
所
第
八
分
所
に
収
容

さ
れ
る
。
こ
の
収
容
所
は
仮
の
施
設
で
、
電
気
も
な
く
ま
こ
と

に
不
自
由
な
上
、
食
糧
も
粗
末
な
上
に
量
は
少
な
く
、
そ
の
上

零
下
五
〇
度
の
中
の
重
労
働
、
宿
舎
に
帰
れ
ば
シ
ラ
ミ
、
南
京

虫
に
悩
ま
さ
れ
、
全
く
こ
の
世
の
生
き
地
獄
で
あ
っ
た
。

し
ば
ら
く
し
て
第
一
八
分
所
、
第
七
分
所
と
転
々
と
し
て
第

一
六
分
所
に
落
ち
着
く
。
こ
の
収
容
所
は
電
気
も
あ
り
、
少
し

は
ま
し
だ
っ
た
。
ま
た
、
作
業
も
特
技
を
生
か
し
た
作
業
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
私
は
被
服
廠
で
の
技
術
を
生
か
し
、
被
服

工
場
で
働
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
工
場
は
一
般
ロ
シ
ア
人
と
一

緒
に
縫
製
の
仕
事
で
、
そ
の
技
術
を
買
わ
れ
大
変
重
宝
が
ら
れ

る
。や

が
て
民
主
化
運
動
が
盛
ん
に
な
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
文

化
運
動
が
あ
り
、
演
芸
会
な
ど
も
催
す
よ
う
に
な
り
、
そ
の
衣

裳
を
つ
く
る
担
当
の
文
化
委
員
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
と
な
る
。

東
京
ダ
モ
イ
の
話
は
何
回
も
あ
っ
た
が
実
現
し
な
か
っ
た
。

だ
が
、
昭
和
二
十
三
年
八
月
、
い
よ
い
よ
ダ
モ
イ
の
時
が
来
た
。

八
月
二
十
五
日
ナ
ホ
ト
カ
に
復
員
船
が
入
る
。
こ
の
船
に
乗
る

べ
く
点
呼
が
始
ま
る
。
何
回
行
な
っ
て
も
二
人
多
い
と
い
う
こ



と
で
、
二
人
残
さ
れ
る
仲
間
に
入
れ
ら
れ
、
ど
う
な
る
こ
と
か

と
、
心
配
し
な
が
ら
皆
を
見
送
り
宿
舎
に
帰
ろ
う
と
し
た
と
き

の
こ
と
、
後
ろ
の
方
で
突
然
大
き
な
声
で
、「
二
人
足
り
な
い
、

大
至
急
来
て
く
れ
」
の
声
に
、
我
に
返
り
乗
船
す
る
こ
と
が
で

き
、
待
ち
に
待
っ
た
帰
国
と
な
る
。

い
よ
い
よ
舞
鶴
に
上
陸
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
兵
が
待
ち
受
け

て
い
て
調
査
が
始
ま
る
。
い
つ
、
ど
う
し
て
お
っ
た
の
か
、
ソ

連
で
の
文
化
活
動
に
つ
い
て
の
こ
と
が
ア
メ
リ
カ
軍
の
手
に
入

っ
て
い
て
、
そ
の
調
査
。
三
日
間
の
調
査
の
結
果
、
家
に
帰
る

こ
と
が
で
き
る
。

家
に
帰
り
、
小
さ
い
な
が
ら
縫
製
工
場
を
始
め
て
間
も
な
い

昭
和
二
十
四
年
一
月
二
十
一
日
に
な
っ
て
、
突
然
米
軍
よ
り
取

り
調
べ
の
た
め
長
野
の
県
庁
に
出
頭
す
る
よ
う
命
令
が
来
る
。

県
庁
に
行
っ
て
み
る
と
、
や
は
り
ソ
連
に
お
け
る
民
主
化
運
動

に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
日
本
へ
帰
る
た
め
の
偽
装
運
動
で
あ
る

こ
と
の
説
明
を
し
て
も
な
か
な
か
納
得
し
て
も
ら
え
ず
、
三
日

間
の
取
り
調
べ
の
末
よ
う
や
く
納
得
し
て
も
ら
い
家
に
帰
る
こ

と
が
で
き
、
長
い
抑
留
生
活
の
結
末
も
す
べ
て
終
わ
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
　 

静
岡
県
　
松
浦
和
市
　 

私
は
、
静
岡
県
小
笠
郡
西
山
口
村
成
滝
に
お
い
て
、
大
正
十

年
二
月
十
五
日
出
生
、
昭
和
十
年
西
山
口
尋
常
高
等
小
学
校
卒

業
、
そ
の
後
父
母
と
と
も
に
農
業
に
従
事
す
る
。
徴
兵
に
て
昭

和
十
七
年
一
月
十
日
福
井
県
鯖
江
中
部
六
十
四
部
隊
へ
入
隊
、

一
月
二
十
八
日
中
国
山
東
省
青
洲
県
益
都
着
、
北
支
派
遣
秋
四

二
八
六
部
隊
に
編
入
。
そ
の
後
、
陣
部
隊
と
改
称
。

昭
和
二
十
年
五
月
満
州
興
安
南
省
通
遼
に
部
隊
移
動
。
し
ば

ら
く
熱
河
省
方
面
を
行
動
中
状
況
悪
化
に
よ
り
帰
途
、
錦
県
で

陣
地
構
築
準
備
中
、
終
戦
の
詔
勅
を
ラ
ジ
オ
で
知
り
ま
し
た
。

混
乱
の
中
で
、
つ
い
に
奉
天
皇
姑
屯
貨
物
廠
に
お
い
て
武
装

解
除
。
そ
の
後
百
名
く
ら
い
に
て
付
近
の
部
落
に
宿
営
。
こ
の

こ
ろ
よ
り
一
段
と
居
留
民
の
財
産
・
物
資
の
掠
奪
、
婦
女
暴
行

等
、
満
人
の
暴
徒
・
ソ
連
兵
が
横
行
、
日
夜
無
警
察
状
態
と
化

し
た
が
、
丸
腰
の
我
々
集
団
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ




